


























































































































































Interview: Was finden Sie “fremd”?
（インタヴュー：あなたは何を“fremd”と感じますか？）
１．Wann sind Sie geboren？（お生まれはいつでしょうか）
２．Wo sind Sie geboren？（どちらでお生まれになりましたか）
３．Wo haben Sie in Ihrer Schulzeit gelebt？（どこで義務教育をお受け
になりましたか）
４．Welche Sprache ist Ihre erste Sprache？（あなたの第一言語は何語で
すか）
５a．Sind Sie einmal im Ausland gewesen？（外国にいらっしゃったこと
がありますか）




６．Welches von den Ländern, die Sie besucht haben, finden Sie persön-
lich am fremdesten？（あなたが行ったことのある国の中，どの国を自
分の気持として最も“fremd”だと感じましたか）
７．Was finden Sie an dem Land fremd？（その国で何を“fremd”と感
じましたか）
８．Welche deutsche Stadt, die Sie schon einmal besucht haben, finden
Sie am fremdesten？（これまで行ったことのあるドイツのどの街を最
も“fremd”と感じましたか）
９．Was finden Sie an der Stadt fremd？（その街で何を“fremd”と感
じましたか）
１０．Sind Sie zum ersten Mal in Bochum？（ボーフムにいらしたのは初め
てですか）
１１．Finden Sie Bochum fremd？（ボーフムを“fremd”だと思いますか）























ようとする。ドイツの都市で“fremd”なのは Berlin と Weimar












































































牧師ティーブルティウスが登場する。“Dies war der Pastor Tiburtius,
welcher aus Riga stammte, einige Jahre in Mitteldeutschland amtiert
und nun, auf der Reise nach seiner Heimat, wo eine Predigerstelle ihm
－ 204 －
zugefallen war, die Stadt berührte.……vorlas……mit seiner hohen, sich






















“der fremden Erscheinung des Gastes（見慣れない客の姿 Bb２２４）”，




ンでの暮しに入る。“Aber im grossen und ganzen blieb sie stets eine
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Fremde in ihrer neuen Heimat（だが彼女は新しい故郷で全くの異邦人で
あり続けた Bb２５０）”し，“Übrigens war es nicht diese Formlosigkeit und








と。それに次いで先に触れた個所がある。“Es ist gar nicht der Mann. Es
ist die Stadt.（問題は君の夫じゃない。問題は街だよ Bb２６３）”。これをきっ
かけにアントーニエは堰を切ったように語りだす。“Das hat meinen Ent-
schluss, von München auf und davon zu gehen,……denn ich kann dort
unten nicht leben,……Wie eine Pflanze ,……die in fremdes Erdreich
verpflanzt werden（ミュンヘンから逃げ出そうという決心をさせたの，……
あの南の方じゃ暮せないのよ……馴れない土地に移植された植物みたいなも
のなの Bb２６３）”そして“aber in fremderes Erdreich konnte ich nicht
kommen, und lieber ginge ich die Türkei! Oh, wir sollten niemals fort-
gehen, wir hier oben! Wir sollten an unserer Seebucht bleiben（でもね，
あれくらい慣れない土地はなかったわ，あそこへ行くくらいならトルコへで
も行くほうがましよ！ああ，この北方に住んでいる私たちは絶対行ってはい
けないのよ！私たちはこの入り江のほとりに居るべきなの Bb２６４）”。問題
は街であった，土地であったのだ。“fremd”な土地は場合によっては耐え
難いものなのである。
おわりに
前章はリューベックに生まれ育ったアントーニエにとって，南独ミュンヘ
ンは耐え難く“fremd”であり，それが彼女の人生を変えさえしたことを明
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らかにした。アントーニエをして，ミュンヘンを逃げ出させた“fremd”な
るものは何であったのか。言葉，食べ物，人と人との距離感―南独（オース
トリアを含む）の人々は gastfreundlichと言われる。客人に対して親切と
いうほどの意味だが，これが北独の人の目には，狎れ狎れしさ，余計なお節
介と映る。反対に南独人は北独人を冷たいと感じる。また景観の差異―バ
ロックのミュンヘンとバックシュタイン・ゴーティックのリューベック。カ
トリックの南独とプロテスタント（ルター派）の北独。今回は取り上げな
かったが，Bbにはこの宗派の違いに関わる記述も少なくない。そしてリ
ガ，バックシュタイン・ゴーティックと破風屋根の街，ルター派の街。
リューベックから観てリガは“fremd”ではない。どちらもバルト海沿岸
の「入り江のほとり」の街である。そして両者とも「北方の」街。前章で引
用した Bb２６４の“hier oben”，日本語として通じさせる為に「この北方」と
訳したが，直訳すれば「ここ，上の方」で，ミュンヘンを指す“dort unten
（あちら，下の方）”と対を成す。この対はマンの『魔の山』にも現れる。
このことには大きな意味があると考える。カトリックとプロテスタントの関
係とともにさらに考究していきたい。
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